
１．背景・目的

【恩納村】 恩納村PPP/PFI協議会

恩納村において、公共施設の老朽化への対応や若者層・子育て
世代の定住促進等に向けた施策の展開に、PPP/PFIの活用が期待
されているが、PPP/PFIの実施事例がなくノウハウの習得が課題で
あった。
そのため、協議会を通じて、PPP/PFIに関する基礎知識の習得から、
事業化に向けた検討まで行うことを目的とする。

２．事業概要

PPP/PFIの理解・普及促進を目的とした地域協議会（地域プラット
フォーム）の形成及びセミナーの開催運営。
平成31年度の案件形成に向けて、個別対話を実施。

３．地域協議会の取組概要

４．取組成果と課題等

平成29年度
• 地域協議会を開催し、PPP/PFIについての基礎講座や個別課題についての意見
交換会を行うことで、官民双方の参画意欲の醸成と機会の拡大を図ることができ
た。一方で、事業化に向けた検討を進めることは今後の課題となった。
平成30年度

• 事業化に向けた検討を進めるため、具体的な事業を抽出し、個別事業検討会を
行った。この結果村内企業の理解を得、事業化に向けた協力体制を構築すること
ができた。今後は、村営住宅の整備に係るPPP/PFI調査を実施する必要がある。

５．今後の活動計画

第1回個別事業検討会 第2回個別事業検討会

出席者
• 参加団体数 17団体
（金融機関2行、県内民間事業者3団体、
村内民間事業者12団体）

• 民間事業者2社
• 金融機関2行

内容
• PPP/PFIの基礎知識（特に公営住宅）を習
得するためのセミナー

• 個別事業についての説明と意見交換会

• 個別事業説明と質疑応答
• 事業に対する個別での対話

成果
• 恩納村内企業のPPP/PFIの啓発・理解浸透
• 個別事業に対する意見の聴取

• 個別事業の検討の深化
• 事業化に向けた協力体制の構築

平成29年度
• PPP/PFI事業のノウハウの習得に受けた勉強会を近隣市町村と合
同で実施した。

• 地元企業の参加方法についての疑問や不安についてグループ討
議を行った。

平成31年度

目的：公営住宅に関するPPP/PFI調査の実施

今後は公営住宅の整備に係るPPP/PFI調査を実施し、検討を進めることが考えられる。
沖縄県内で沖縄振興開発金融公庫が実施しているPPPプラットフォームなども活用しつつ、民間
事業者との情報交換を引き続き実施する必要がある。

1．公営住宅に関するPPP/PFI調査の実施
既存計画等の整理、市場調査、事業条件・事業スキームの検討等を実施。
2．沖縄振興開発金融公庫が実施するPPPプラットフォームの活用（必要に応じて）
沖縄振興開発金融と連携し、民間事業者との意見交換を行う。

地域協議会

出席者
恩納村、金武町、宜野座村、名護市、恩納村商工会、金融機
関（2行）、民間事業者（建設企業、指定管理者など11社、受
託者

内容
• PPP/PFIに関する基礎講座
• 個別課題に対する官民対話（グループ討議）

成果 PPP/PFIの啓発・理解浸透

平成30年度
• 来年度事業化に向けた検討を行えるよう、特定個別事業について
の協議会（意見交換会）を開催した。

• 恩納村内企業を対象とした、説明会・個別事業検討会を開催した。
【第1回個別事業検討会】

• 事業化するうえで核となり得る県内民間事業者を対象に個別で対
話を行った。【第2回個別事業検討会】


